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1 教員用入力ファイルの編集・配布および情報の抽出

教員用入力ファイルのテンプレートは以下の URLよりダウンロード可能である。

http://commons.sk.tsukuba.ac.jp/data

ファイルはMicorsoft Office Excel 2016を使用して作成されている。配属運営者はダウンロードした

テンプレートファイルを適切に編集し、配属マッチング参加教員が選好情報を入力するための入力ファ

イルとする。同様のフォーマットのファイルは石田 (2020)で報告された配属マッチングで使用されてい

る。また、実際に 2019年度の筑波大学社会工学類卒業研究配属において教員向けに使用した資料の抜粋

を付録に収録する。

教員用入力ファイルには、「学生リスト」・「順位づけ」・「統合フォーマット」の３つのシートが含まれ

ている。マッチングに参加する教員は、「学生リスト」シートで自分が受け入れ可能と判断した学生を選

択し、「順位づけ」シートで受け入れ可とした学生の優先順位を入力する。以下で各シートについて説明

する。

教員用入力ファイルは以下の手順で使用する。

1. 配属運営者が、教員用入力のテンプレートファイルを参加学生および参加教員の情報を用いて適

切に編集する（1.5–1.7節）。編集したファイルを参加教員へ配布する。

2. 各参加教員は、学生の優先順位情報を入力する（1.1–1.3節）。入力したファイルを配属運営者へ

提出する。
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3. 配属運営者が、提出されたファイルを統合する（1.4節）。

1.1 「学生リスト」シート入力

「学生リスト」シートには、「統合 key」・「学生番号」・学生氏名・順位付け対象かの選択欄の 4列が 3

クラス分用意されている。シートの編集については 1.5節を参照すること。「学生リスト」シートでは、

配属マッチングに参加する教員は面接した学生が受け入れ可能かまたは不可かを以下の手順で入力する。

1. 面接をした学生で受け入れ可能と判断した学生は、「選択欄」より「面接済・受入可」を選択する。

2. 面接をした学生で受け入れ不可と判断した学生は、「選択欄」より「面接済・受入不可」を選択

する。

3. 上記以外の学生については何も選択しない（空欄のまま）。「選択欄」はデフォルトで空欄となって

いる。

4.「順位づけ」シートの「選択学生リスト」列に手順１で選択した学生がすべて表示されているか確

認する。

以下では、例として 2名の学生を「面接済・受入可」とし、1名の学生を「面接済・受入不可」とした

場合の「学生リスト」と「順位づけ」シートの表示を示す。「学生リスト」シートで「面接済・受入可」と

した学生はすべて（またそれらの学生のみが）「順位づけ」シートに自動的にリストされる。
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1.2 「順位づけ」シート入力

「順位づけ」シートでは、「学生リスト」シートで受け入れ可能とした学生の順位を以下の手順で入力す

る。「順位づけ」シートの編集方法は 1.6節を参照。

1. セル C1,C2,C3 をクリックして、氏名・専攻 (テンプレートでは社会工学・電気・エネルギーのい

ずれか)・定員 (研究室・ゼミの最大受け入れ学生数) を選択する。 　

2. F 列に「学生リスト」シートで受入可とした学生の名前が表示される。最も受け入れたい学生か

ら順に 1,2,3,· · · · · · :のように正整数で優先順位を H 列に書き込む。異なる学生に同じ順位をつけ

ることは出来ない。

手順１に従い、まず自分の名前をドロップダウンリストから選択する。このドロップダウンリストは「統

合フォーマット」から自動的に生成される。同様に専攻・定員についても、適切なものをドロップダウン

リストから選択する。

氏名・専攻・定員を選択した後に、各学生の優先順位（1から順の正整数）を H列に入力する。
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1.3 「統合フォーマット」シート

「統合フォーマット」シートは教員による入力は不要。教員は「順位づけ」シートの情報が適切に反映

されているかを確認する。配属運営者は全教員の入力情報を統合する際にこのシートを使用する（1.4節

参照）。また、「順位づけ」シートの教員名ドロップダウンリストは「統合フォーマット」シートから生成

されるため、配属運営者により適切に編集される必要がある。編集については 1.7節を参照すること。

1.4 教員入力ファイルから選好情報の抽出・統合

配属運営者は、教員から提出された入力ファイルの情報を統合する。統合は手作業で行う。各教員の

入力した優先順位の情報は提出ファイルの「統合フォーマット」シートに自動的にまとめられる。各教

員の「統合フォーマット」シートの情報を 1つのファイルに統合し、csv形式で保存する。この csvファ

イルが、配属マッチングアルゴリズム実行の際の入力ファイルの一つとなる。ただし、「学生番号」は登

録キーやマッチング IDへ変換する（学生希望登録システム説明書の 6節参照）。以下は教員「博士一号」

と「博士二号」の入力情報を統合している例である。教員「博士一号」・「博士二号」の入力ファイルは以

下のようになっている。
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エクセルで新規ファイルを作成し、新規ファイルに各教員の「統合フォーマット」シートの情報を以下

の図のように統合する。すべての教員の情報を統合後に、csv形式で該当シート（以下の図の Sheet 1）

を保存する。

1.5 「学生リスト」シート編集

以下の手順で編集する。

1. 配属対象となる学生の名簿より学生番号と名前を「学生リスト」の「学生番号」列と学生氏名列

（C,H,M列）にコピーする。

2. 不要な列からは学生番号と名前を削除する。
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学生番号は各学生を示す一意の番号であれば十分であり、必ずしも所属組織の学籍番号などを使用する

必要はない。筑波大学社会工学類 2019年度の研究室配属では、入力する教員が学生を特定しやすいよう

に「教員用入力ファイル」の「学生番号」には学籍番号を使用した。*1マッチング計算の際は、1.4節の

教員入力情報の統合手順後に、対応表管理者が「学生番号」を匿名化された登録キーやマッチング IDへ

変換し、マッチング実行者へ渡す。また、筑波大学社会工学類が 3クラスあるため、「学生リスト」シー

トは 3クラス分入力可能なシートとなっているが、3クラスである必要はない。配属対象の学生をすべて

「1 Class」列に入力しても差し支えない。その場合には、2 Classと 3 Classにあらかじめ入力されてい

る学生番号と名前（万博ｘｘｘや星丸ｘｘｘなど）を手順２に従って削除する。

1.6 「順位づけ」シート編集

以下の手順で「専攻」のドロップダウンリストを編集する。ただし、「専攻」の情報は Deferred-

Acceptanceアルゴリズムによる配属マッチングでは使用しない。*2

1. C2欄を選択し、「データ」タブの「データの入力規則」メニューを選ぶ。

2.「データの入力規則」ウィンドウが現れるので、「元の値」欄に適切な専攻名を入力する。

以下の手順で「定員」のドロップダウンリストを編集する。

1. C3欄を選択し、「データ」タブの「データの入力規則」メニューを選ぶ。

2.「データの入力規則」ウィンドウが現れるので、「元の値」欄に適切な定員の選択肢を入力する。

（例えば、２～４の定員から選ばせる場合には、「2,3,4」を「元の値」欄に入力する。）

1.7 「統合フォーマット」シート編集

以下の手順で編集する。

1. 配属マッチングに参加する教員名をすべて「統合フォーマット」シート B 列に順番に入力する。

リスト間に空欄を作らないように注意する。

2.「順位づけ」シートの教員名選択のドロップダウンリストに参加教員がすべて表示されることを確

認する。

手順 1の注意点は、例えば、B2–B5欄に教員名、B6欄が空欄、B7欄–以降も教員名が続くような入力

は避けるという意味である。この例の場合、「順位づけ」シートの教員名選択のドロップダウンリストに

は B2–B5の教員名しかリストされない。
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*1 本来は、「学生リスト」シートの C列（1.1節の図を参照）に教員が学生を識別できる情報を含め、B列の情報は教員が識別
可能であることを前提としない方が望ましい。名前のみでは同姓同名の学生を識別できない可能性があるため、2019 年度
配属運営では「学生番号」に学籍番号を使用し、配属運営者・参加教員の両方がこの番号から学生を識別可能とした。

*2 筑波大学社会工学類では、タイプ別定員のある場合の Deferred-Acceptanceアルゴリズムを使用しており、「専攻」情報を
タイプ情報の一部として使用している。
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付録. 筑波大学社会工学類教員向け資料一部抜粋 （1/2） 
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氏名・専攻・定員を選択
優先順位を正整数で入力

付録. 筑波大学社会工学類教員向け資料一部抜粋 （2/2） 

社経・経工教員の場合


